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セリーヌとヘンリー・フォードー
仏・米における反ユダヤ主義の一例
竹田 悠
序
フランスの作家ルイ＝フェルディナン・セリーヌとアメリカの実業家に
して自動車王のヘンリー・フォードー両者はどのような関係にあるのか。
一見したところなにも関係のないように見える二人だが、両者の間にはひ
とつの大きな共通点を見出すことが可能である。それは両者ともパンフ
レットを刊行し、ある時期にユダヤ人を猛烈に攻撃したということである。
セリーヌは 1930年代後半から 40年代にかけて母国フランスで『皆殺しの
ための戯言』、『死体派』、『苦境』という 3冊のパンフレットを刊行、それ
に対しフォードは 1919年、当時廃刊寸前の状態にあった週間新聞「ディ
アボーン・インディペンデント」紙を買収し、ここに反ユダヤキャンペー
ンを始めたのであった。途中に中断はあったものの、期間にすると実に 7
年間、計91回にわたって反ユダヤ的記事が掲載され、この記事のダイジェ
スト版が『国際ユダヤ人』という題名でまとめられて、日本を含む世界 16
カ国で翻訳、出版され広く世界で読まれたことは記憶に新しいところであ
る。結果、この『国際ユダヤ人』はナチスドイツの聖典となるに至り、ナ
チスドイツのアドルフ・ヒトラーは自らの半生をつづった著書、『我が闘
争』の中で、アメリカ人として、唯一ヘンリー・フォードに好意的な言及
をし、終生こよなく敬愛したフォードの肖像を自室に飾ったのであった。
セリーヌとフォードの二人のこの仕事が、当時徐々に台頭しつつあった反
ユダヤ主義的風潮の中で、一部大衆の熱烈な支持を受けたことも共通項の
ひとつにくわえることも可能であろう。
しかし、二人の関係はアメリカ、フランスにおける一人の反ユダヤ主義者
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であるというだけにとどまるものではなく、もっと慎重な考察を要するも
のであると同時に、検討の余地を残すものである。例えば、セリーヌは 1925
年から 1927年にかけてロックフェラー財団テクニカル・オフィサーの資
格でアメリカでの生活を体験したが、このときに当時アメリカで最新の自
動車工場であり、労働の新たなあり方をしめしたデトロイトにあるフォー
ドの工場を視察している。この時の報告書は 1928年に『フォード社の医
療』として出版されている。まず、ここにセリーヌとフォードの接点を見
出すことが可能である。
また、フォードの自動車工場での体験はセリーヌ自身の最初の長編小説
『夜の果ての旅』の中にも盛り込まれている。物語の主人公であるフェル
ディナン・バルダミュはアメリカ合衆国へ行き、そこで近代主義の弊害と
も言うべき貧しい労働者たちの悲惨な生活や労働条件を目の当たりにする
というものであるが、このエピソードが著者であるセリーヌのアメリカで
の実体験が基となっているのはいうまでもない。
当然、セリーヌのこのアメリカ訪問がのちにパンフレットで炸裂するこ
とになる反ユダヤ主義の形成になんらかの影響を及ぽした、あるいはセ
リーヌがアメリカの滞在中にフォードの反ユダヤ主義をなんらかの形で摂
取したことは間違いない。この件に関しては後に述べることにするが、セ
リーヌとフォードの反ユダヤ主義は基本的に同じ性格を持つものである。
当時、最新の工場であったはずのフォードでセリーヌはいったいなにを
見たのか、またアメリカで何をみたのか、そしてその関係は。その時の体
験がいかにして作品の中にとりこまれているのか。我々には多くの疑問が
残されているわけだが、本論ではそういった疑問についての若干の考察を
試みたい。
セリーヌのパンフレットとフォードの『国際ユダヤ人』
まずフォードとセリーヌの反ユダヤ主義的思想を両者のパンフレットを
手がかりに比較し、二人がどの程度思想を共有していたのかを簡潔ではあ
るが、具体的に見ていくことにする。政治、文化、歴史などパンフレット
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で扱っている両者のトピックは非常に多岐にわたっているが、ここではそ
の一例として二人がロシア革命について書いた個所についてみてみること
にしよう。
セリーヌとフォード、両者とも 1917年の「ロシア革命の影にはユダヤ
人がいた。」と主張しているが、その箇所をみてみよう。セリーヌはロシア
革命について『皆殺しのための戯言』で次のように書いている。
La revolution bolchevique est une autre histoire ! infiniment complex ! 
toute en abtme, et en coulisses. Et dans les coulisses ce sont les Juifs qui 
commandent, mattres absolus.1) 
ボルシェビキの革命は別問題だ！それは無限に入り組んでいる！すべて
が底知れぬ深みに、舞台裏に隠されている。そして、この舞台裏で命令を
下す絶対的な支配者こそがユダヤ人なのだ！
Comment se recrute, se forme un Soviet en U.R.S.S ? Avec des 
ouvriers, des manuels (a la deuxieme generation au moins) bien ahuris, 
bien Stakhanoviste, et puis des intellectuels, bureaucreastes juifs, 
strictement juifs ! Plus d'intellectuels blancs ! plus de possibles critiques 
blancs ! 2)
ソビエト連邦でいかにして評議会が召集され、形成されているのか？お
よそ間抜けな、スタハーノフがかったエ員、肉体労働者（少なくとも 2世
代までは）、それからユダヤ人の、正真正銘ユダヤ人の知識人と官僚たちだ。
もはや白人の知識人などいやしない！
一方、ヘンリー・フォードはというと『国際ユダヤ人』の中でロシア革
命について以下のように書いている。
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The power house of Communist influence and propaganda in the United 
States is in the Jewish trade unions which, almost without exception, 
adhere to a Bolshevik program for the respective industries and for the 
country as a whole. The fact proves most embarrassing to the Jewish 
leaders in the recognized political parties very frequently. It is bad enough 
that Russian Bolshevism, Communism, should be so predominantly 
Jewish, but to confront the same situation in the United States is the 
probably which Jewish leaders have to use much ingenuity and deception 
to explain away or avoid. 3) 
合衆国における共産主義勢力とプロパガンダの原動力は、ほとんど例外
なく、ユダヤ人商業組合の手中にある。それは各産業界および国全体への
ボルシェビキの計画に付随するものである。その事実は、幾度となく社会
に認められた政党におけるユダヤ人の指導者たちにとって、とても厄介で
あるということである。ロシアのボルシェビキ、共産主義が主に非常にユ
ダヤ的であることは十分に悪いことであるが、合衆国において同じ状況に
直面するためには、恐らく、ユダヤ人の指導者たちは、遠まわしに説明す
るかあるいは回避するために多くのでっちあげや虚偽を用いなければなら
なしヽ。
両者の主張が「ロシア革命の影にはユダヤ人がいる」という同じ事象に
基づいたものであることは明らかである。ここでは割愛するが、ロシア革
命以外のことについても、両者の主張は多くの部分で共通点を見出すこと
が可能である。
フォードの『国際ユダヤ人』の目次を見てみると、「いかにしてユダヤ人は
権力をふるうか」、「アメリカの政治におけるユダヤ人の影響」などとある
が、いずれも基本的に「影にはユダヤ人の存在があり、陰謀を目論んでい
るので、それに対する対抗策を今すぐにでもとらなくてはならない。」と
いった古典的かつステレオタイプの域を出ないもので、この点については
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セリーヌもほぼ同様であると言うことができる。
フォードが反ユダヤ主義へとはしったのは、第 1次世界大戦がユダヤの
国際組織によって仕組まれたものであり、アメリカのユダヤ財閥は、武器
の輸出などによってなんの苦労もなく富を築いたのだという確信、また
フォード社の労働者たちのあいだに潜入して共産主義をあおっていたのが
ユダヤ系ロシア人の活動家たちだったということが関係しており、これは
アメリカでも 1920年に出版された『シオン賢者の議定書』を忠実に踏ま
えた、ヨーロッパの伝統的な反ユダヤ主義の直輸入版とも言うべき性格の
ものである。この点に関してもまたセリーヌも同様で、『シオン賢者の議定
書』との関連はすでに多くの指摘がある。
本来ならここで、 19世紀に突如現れ世界を混乱に巻き込んだいわくつき
の反ユダヤ主義の書物であり、二人の反ユダヤ的思想の形成に大きな影響
を及ぼした『シオン賢者の議定書』との関係についても言及するべきなの
であろうが、ここでは二人の思想は細かい部分に若干の違いがあるとはい
え、『シオン賢者の議定書』にかなりの基盤におく、基本的に同じ性格のも
のであるという指摘にとどめておきたい。セリーヌとフォードの反ユダヤ
は同じ根を共有するものなのである。
『夜の果てへの旅』におけるフォード工場の描写をめぐって
ところでセリーヌは 1925年、アメリカ、デトロイトにあるフォードの
自動車工場を見学し、『夜の果てへの旅』の中で自らの体験を語っているこ
と、この部分の描写はほぽ事実に基づいているということは先に述べた。
ここから、その箇所について具体的に見ていきたい。『夜の果てへの旅』の
中で、フォード社で働く年老いたロシア人は「フォードのいいところは誰
だろうが、なんだろうが雇ってくれるところだ」 4)と話しているが、これ
はほぼ事実どおりであることを指摘しておく必要があるだろう。このよう
にして小説作品にさりげなく歴史的な事実をおりまぜるのはセリーヌ的手
法の特長のひとつといえる。当事のフォード社の雇用政策は、多様な階層
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を差別なく採用する独自の形態をとっており、例えば、当時安定した雇用
先を見つけるのが困難だった黒人をはじめ、他の企業で就業を拒否された
経験をもつ身体障害者や、市民権の取得が困難な移民労働者も、 1日5ド
ル8時間労働という、当時としては高額の給与でもって受け入れたので
あった。さらにフォード社は、罪を犯した仮釈放者や社会復帰を志す前科
者にも就労の機会を提供した。フォード社がこの方針を決定したのが 1914
年で、当時の平均賃金が 2ドル 50セント 9時間労働ことと比較すれば、
ほぼ 2倍の計算ということになる。
とりわけここで注目したいのは、セリーヌが『フォード社における医療』
と題された論文の中で、フォード社の製造・雇用システムや医療体制にそ
れなりの評価を下していたという点である。これはセリーヌがフォードエ
場の視察の結果、パリの医学会への報告書として 1928年に書いたもので、
その中で以下のように書いている。
Nous avons choisi Ford comme exemple typique d'usine d'une industrie 
legere moderne bien mecanisee, il en existe d'autres exemples plus 
demonstratifs encore, croyons-nous. En France, nous ne sommes point 
encore parvenus, que nous sachions, a ce haut degre de mec皿isation
industrielle. Nos usines les plus perfectionnees de l'industrie automobile 
par exemple prennent encore 100 heures de travail pour la fabrication 
d'une automobile au lieu de 60 heures seulement chez Ford. Notable 
retard.5) 
機械化の進んだ現代軽工業工場の典型的な例としてわれわれはフォード
社を選んだわけであるが、ほかにもいくつか、さらに説得力のある実例が
あるものと思われる。我々の知る限り、フランスではいまだあれほど高度
な工業の機械化の段階には達していない。たとえば、我が国の自動車産業
のうちで最も完備した工場においてさえ、一台の自動車の製造には、フォー
ド社のわずか 60時間に対して、いまだに 100時間もの労働を要するので
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ある。著しい遅れである。
こういった高い評価をセリーヌはフォードの工場に対してくだしている
わけだが、ここで私が問題にしたのはこのときにセリーヌがフォードのエ
場だけでなく、間違いなくアメリカにあった反ユダヤ主義をひそかにしの
ばせたのではなかったか、ということである。セリーヌとフォードのパン
フレットを読む限り、両者の主張はほぽ同じベースに基づいていることは
先に見たとおりであるが、これを結果的にセリーヌがフォードの反ユダヤ
の影響を多少なりとも受けた、あるいは心情的に近いものを感じたことの
結果という風に見るのは不可能ではないのではなかろう。
その根拠のひとつとして 1927年、つまりセリーヌがフォード工場を訪
れたころにデトロイトのフォード工場で起こったボイコットをあげること
ができる。ヘンリー・フォードの反ユダヤ主義的言説に反発したユダヤ人
共同体によるフォード社の製品のボイコットが発生し、フォードが謝罪を
行うまでこの騒ぎは収拾がつかなかったというこの騒動を目の当たりにし
たセリーヌが、フォードのなんらかの反ユダヤ主義的エッセンスを抽出し、
自身の作品のフォード工場でのくだいりに取り込んだことはまず間違い。
この暴動から 10年後のこと、この事件はセリーヌのパンフレット、『皆殺
しのための戯言』で以下のように述べられることになる。
Le Juif peut faire le desert autour de n'importe quel buisiness, banque, 
industrie, theatre ou journal . Ford qui les a en horreur, il a fallu qu'il 
ferme sa gueule, pourtant bien puissante. I1 alait sauter dans les huit 
jours ! …Le Juif arrose ou n'arrose pas ! …avec de 1'or ! …6) 
ユダヤ人は、あらゆるビジネス、銀行、産業、劇場、新聞の周囲に砂漠
をこしらえることができる…奴らを憎みに憎むフォードでさえ、ついにロ
をつぐまざるを得なかった。あれでも、かなり頑張った方なんtこがね。も
う1週間も続けてりゃ、ふっ飛びかねないところだった！…ユダヤ人はや
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るとなったら徹底してるからね！…もちろん、金にものを言わせてさ！…
さらに興味深いのが、『フォード社における医療』での高い評価とは反対
に、『旅』の中でその評価が完全に逆転していることである。ここに描かれ
たフォードの自動車工場はきわめて陰惨であるといわざるをえない。その
箇所を見てみよう。
Les ouvriers penches soucieux de faire tout le plaisir possible aux 
machines vous ecreurent, a leurs passer les boulons au calibre et des 
boulons encore, au lieu d'en finir une fois pour toutes, avec cette odeur 
d'huile, cette buee qui brule les tympans et le dedans des oreilles par la 
gorge.C'est pas la honte qui leur fait baisser la tete. On cede au bruit 
comme on cede a laguerre. On se laisse aller aux machines avec les trois 
idees qui restent a vaciller tout en haut derriere le front de la tete. C'est 
fini. Partout ce qu'on regarde, tout ce que le main touche, c'est dur a 
presnt. Et tout ce dont on arrive a sesouvenir encore un peu est raidi 
aussi comme du fer et n'a plus de gout dans la pensee. 
On est devenu salement vieux d'un seul coup. 7) 
うつむいて機械のご機嫌とりに余念のない職工たち、見ているだけでも
むかつくながめだ。機械の前にただ次から次と口径ボルトを手渡すだけ、
この油の匂い、喉を通って鼓膜を、耳の中を焼き焦がすこの蒸気の中で、
いつまでも辛抱強く。連中が頭をたれているのは、恥ずかしいからじゃな
い。戦争に降参するみたいに騒音に降参しているのだ。頭の背後にかすか
に残った、食う、眠る、やるの三つを思い出して機械に身をまかせている
のだ。万事休す。どちらを見ても目にはいるもの、手に触れるもの、今で
はすべてが堅いものばかりだ。わずかに残った思い出まで、すべてが鉄の
ように硬直し、もはや夢想のうちになんの味わいもありはしない。
一挙に汚らしく年老いてしまったのだ。
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とりわけここでの描写で興味深いのは、フォードシステムによる工場そ
のものの陰惨さ、非人間性と、そこで働く労働者の神々しさのなす奇妙な
コントラストである。ここでのセリーヌの視点がフォード工場側ではなく
労働者の側にあるのは明らかである。ここでは物語の中で影のように主人
公のバルダミュに付きまとう『夜の果ての旅』のバルダミュとならぶもう
一人の影の主人公であり、同じくフォード工場のベルトコンベアシステム
の労働に従事していたレオン・ロバンソンと、彼をとりまく労働者の描写
を引用したい。
Lui aussi il revenait de nettoyer un bureau avec les autres. C'est tout 
ce qu'il avait trouve comme combine. I marchait bien ponderement, avec 
un peu de veritable majeste, comme s'il venait d'accomplir des choses 
dangereuses et pour ainsi dire sacrees dans la vile. C'est le genre qu'ils 
prenaient d'ailleurs tous ces nettoyeures de nuit,je l'avais deja remarque. 
Dans la fatigue et la solitude le divin~a sort des hommes. I en avait plein 
les yeux lui aussi quand il les ouvrait bien plus grands que les yeux 
d'habitude, dans la penombre bleuie ou nous etions. I avait deja nettoye 
lui aussi des etendues de lavabos a ne plus finir et fait reluis des vraies 
montagnes d'etages et des etages de silence. S) 
彼もまたほかの連中といっしょに事務所の清掃を終えて帰ってきたとこ
ろだったのだ。彼が生きる手段として見つけることができたものはそれだ
けだったのだ。彼の歩きぶりは落ち着きはらって、ちょっぴり本物の威厳
すら備えていた、まるでいましがた街で、危険な、いわば神聖な事柄を果
たしてでも来たかのように。もっとも、すでに気づいたことだが、連中の、
夜の清掃人たちの様子はみんなそんなふうだった。もっとも、疲労と孤独
の中では、神々しさが、人間の外部に浮かび上げるのだ。まわりを包んだ
薄暗がりの中で、一段と大きく見開かれた彼の目は、そいつをいっぱいに
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たたえていた。彼もまた無限に続く便所を清掃し、何階も何階も山のよう
にそびえ立つ静まりかえった高層建築を磨き終えてやってきたのだ。
ここでは町の片隅で労働に疲れ果てた孤独な労働者が非常に神々しい人
として描かれおり、陰惨かつ無慈悲なフォード工場の描写と非常に対照的
である。
ユダヤ的なるもの
さきほどセリーヌとフォードの反ユダヤ主義についてみてきたが、セ
リーヌの「反ユダヤ主義」は、ある程度まで時代の流れを反映していると
はいえ、そのまま文字通り受け取っていいものでは決してない。たしかに
フォードとかなりの部分を共有しているとはいえ、そこにはさまざまな個
人的趣向や微妙なズレが数多く存在し、フォードのそれよりも複雑なもの
であることは確かである。たとえばステファン・ザグダンスキーは「セリー
ヌ一人」と題された著書の中で「セリーヌの反ユダヤ主義は、むしろ反ユ
ダヤ主義を弾劾しようとするような試みだった」，）と述べている。もちろ
んセリーヌの「反ユダヤ主義」はこんなふうにあっさりと要約できるほど
簡単な問題ではないし、ザグダンスキー本人もセリーヌの反ユダヤ主義と
思考の屈折度に対してはかなり注意深く対応していることにはふれておく
必要があるだろう。
セリーヌはフォードの工場を訪れた際、最新のこの自動車製造システム
から何か彼にとっての反ユダヤ主義的なものを見出し、『夜の果てへの旅』
のなかでかくも醜く描いたのではないか。だとすれば、ここでセリーヌに
とっての反ユダヤ主義とはいったなんなのであったのか。本来ならここで、
「セリーヌにとって反ユダヤとは」ということについての考察を試みるべ
きなのであろうが、この場では紙面の都合上、論を展開させることは控え
ることにしたい。ただセリーヌにおいては「反ユダヤ的」という言葉の持
つ意味が大きな広がりを持っているという注意払いつつ、その例をここで
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ひとつだけ挙げておくにとどめたい。セリーヌの書いたパンフレット、『皆
殺しのための戯言』の中にユダヤ人について興味深い以下のような描写が
ある。
Les juifs manquent desastreusement d'emotion directe spontanee . Ils 
par lent au lieu d'eprouver…Ils raisonnent au lieu de sentir…Au strict, ils 
n'eprouvent nen… 10) 
どうしようもないほど、ユダヤ人には本能的な感情が欠けている…感じ
ないままに話をしている…感じる以前に理屈をつけてしまう…厳密に言え
ば、何一つ感じてなどいない…。
ここで「emotiondirecte」、「本能的な感情」について言及されているが、
これはセリーヌにとって常に重要なテーマであり続けたのだった。
「emotiondans le langage ecrit」、「書き言葉の中の感動」を追求し続けたセ
リーヌにとってそれは非常に重要なものであり、まさに人間的なもの、叙
事的なものであり、それらがユダヤ人には欠けているというのである。
ここにセリーヌにとって「ユダヤ的なもの」＝「感情を欠いたもの」あ
るいは、「人間的でないもの」であったと捉えることは可能であろう。そし
てパリの場末の診療所で医師として、貧しい人を診療し続けたセリーヌに
とって、同じく決して裕福とは言いがたい労働者の搾取によって成り立つ
この最新式のフォードシステムが非人間的なものの象徴にうつったとして
も不思議ではない。かなりの部分まで反ユダヤ主義的思想をフォードと共
有しているにもかかわらず、その工場で働く労働者へのまなざしが、愛情
と優しさに満ちたものであるのもそういう理由から来ていると考えること
は可能ではないだろうか。この点についてアンリ・ゴダールは次のように
指摘する。
Celine, dans ses pages antisemites, nous offre l'image 
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monstrueusement grossie d'un homme qui n'etait ni sans sensibilite, ni 
sans intelligence, ni sans culture, et chez qui pourtant ce mouvement de 
projection et de fixation put durablement eclipser tout le reste, au point 
de 1 emarquer a Jamats. 11) 
セリーヌは、パンフレットで、感覚も知性も文化も持ち合わせない人間
を我々に描いて見せたのである。そこにあっては、ユダヤ人のイメージの
投影と固定化の動きはほかのすべてのイメージを、永遠にそれが刻まれて
しまうほどに、覆い隠してしまうのである。
セリーヌに関する問題で、長く議論されてきたもののひとつに「『旅』は
反ユダヤ主義と無縁か」という問題がある。これについては、現在までこ
の問いに関しては、「『旅』は反ユダヤ主義から切り離すことが可能であ
る。」という見方が長らく主流であるといっていい。 JaquelineMORANDは
1972年に出した著書、『ルイ＝フェルディナン・セリーヌの政治的思想』
で「『夜の果ての旅』と『なしくずしの死』にはいかなる反ユダヤ主義の痕
跡もない。」 12) と述べているし、その約 30年後の 2003年、ミカエル・プ
ラザンもまた「セリーヌの反ユダヤ主義：文は人なり」と題された論文の
中で「セリーヌの『夜の果てへの旅』には反ユダヤ主義は存在せず、彼が
反ユダヤ主義者となったのは『夜の果てへの旅』以降のことである。」 13)
と述べている。どうやら『夜の果ての旅』のこういった読解はたしかに長
い期間にわたって存続し続けているということができそうだ。しかし、私
はここに少し異論をはさみたい。
結論にかえて
ここで結論を述べよう。『旅』におけるフォード工場の描写にセリーヌと
反ユダヤ主義のつながりを見出すことは、少なくとも私は可能であると考
える。フォードの最新式の工場の醜いこの描写の中に、おそらくセリーヌ
的反ユダヤ主義の大きな特徴の一つである、「平和主義としての反ユダヤ
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主義」の構図の発端を見出すことは可能である。「平和主義としての反ユダ
ヤ主義」をもうすこし具体的に言い換えれば、戦争の回避をなによりも優
先させたいと願う気持ちゆえ、それをユダヤ人のせいであるとし、反ユダ
ヤ主義へと陥ったといことであり、数年後にはパンフレット中にこういっ
た類の言説は数多く登場することになるものである。セリーヌは労働者を
搾取する莫大な利益をあげるフォードのベルトコンベアシステムになにか
「非人間的なもの」、つまりセリーヌにとって「ユダヤ的なもの」を見出し、
おそらくごく一部の人間にだけにわかるように、それとなくしのびこませ、
告発したのである。セリーヌの『夜の果ての旅』がさまざまなタイプの読
者に対してかかれた小説であるという指摘はすでになされている。
同時に、「『夜の果てへの旅』は反ユダヤ主義の小説であるか」という長い
間議論を費やされてきた問いに対しては、まだまだ調査の余地があるのは
もちろんのことだが、「セリーヌ特有の平和主義としての反ユダヤ主義の
発端をみることのできるという意味においては反ユダヤ主義小説である」
という答えかたができる可能性があることを示唆しつつ、ひとまず本論を
おえることにする。
（本学非常勤講師）
注
1) Celine, Bagatelle pour un massacre, Edition Denoel, 1937, p.50. 
2) Ibid., p.50. 
3) Ford, Henry, The International Jew: the world's foremost problem ,-2nd ed. 
-Islamic Propagation Organization, 1991,p.115. 
4)防iyageau bout de la nuit, in Romans I, edition presentee, etablie et annotee par 
Henri Godard, Gallimard, Bibliotheque de la Pleiade, 1981,p.231 . 
5) Celine, La medecine chez Ford, in CEuvre de Louis-Ferdinand Celine v. I, A. Balland, 
1966,p.713. 
6) Bagatelle pour un massacre, p.62. 
7) Voyage au bout de la nuit, p.147. 
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11) Godard, Henri, Celine scandale, Gallimard, 1994, p.101. 
12) Morand, Jacqueline, Les i必espolitiques de Louis-Ferdinand CELINE, Librairie 
Genera.le de Droit et de Jurisprudence, 1972. 
13) Prazan, Michael, <~antisemitisme de Celine : Le style, c'est l'homme》,Les temps 
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